
 健康は一日にしてならず平成18年1月発行
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 新型インフルエンザ
 発生に備え、様々な
 準備を行っています
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 発生すれば、私たち人間の脅威となる「新型インフルエンザ」。今のところ世界中で、その発生は報告されて
 いませんが、佐賀県医師会では、佐賀県と協力のもとに様々な準備を行っています。
 今回は、「新型インフルエンザ」発生のしくみ、その対策と取り組みについてお話ししましよう。
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 現在、「新型インフルエンザ」の
 発生が心配されています。
 新型インフルエンザとは、本来、
 鳥から烏へ感染する高病原性鳥イ
 ンフルエンザ(以下「鳥インフルエ
 ンザ」)が、人から人に感染するよ
 う変異したものです。
 現時点では、鳥インフルエンザに
 感染した鶏に濃厚に接触した人が
 このウイルスに感染し、外国では極
 めてまれに死亡されていますが、人
 から人に感染する新型インフルエン
 ザウイルスは、世界のどの国にも発
 生していません。(詳しくはQ A)
 今後、新型インフルエンザが発
 生した場合には、日本全体で最大
 で約2,500万人が感染し、最大
 で約旧万7,0DD人が死亡すると
 推計されています。
 また、国の推計を佐賀県に当て
 はめると、本県の感染者数は最大
 で約22万人、死亡者数は700人
 を超えるおそれもあります。そこで、
 佐賀県では、「佐賀県新型インフル
 エンザ対応行動計画」を12月9日
 策定し、新型インフルエンザの発
 生に備え万全を期しており、佐賀
 県医師会でも全面的に協力するこ
 とにしています。
 行動計画では、発生段階(6段
 階)に応じて、①医療提供体制の
 整備、②抗インフルエンザウイル
 ス薬の確保、③検疫所との連携に
 よる防疫体制の整備、④感染症発
 生動向調査のあり方、⑤近隣自治
 体との連携体制の強化、⑥県民へ
 の協力要請等の具体的な対応策
 が整理されています。
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 評!
 罵イン7ルエン鯵.
 麟型イン7施工ンザつて
 侮蟹穿か?
 通常のインフルエンザは人
 から人へ感染し、例年冬季
 に流行していますが、これらに対
 する予防法及び治療法は確立して
 います。鳥インフルエンザは、鳥類
 から鳥類へと感染するインフルエ
 ンザで、烏から人間への感染はこ
 くまれで、日本での人の発症はま
 だ報告されていません。鳥インフ
 ルエンザが何5かの形で人から人
 へ感染しやすいものへと変異した
 とき、新型インフルエンザとして
 脅威的な流行が予測されています。
 新型インフルエンザは、今現在、ど
 の国でもその発症は報告されてい
 ません。
 ll
 l1
 1
 1一一■』
 ●「手洗い」、「うがい」を心
 がけましょう!
 ●流行中は、人混みを避け、
 マスクを着用しましょう!
 ●例年、日本では冬季に流行
 しています
 ●ヒトからヒトへ感染します
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 ●鳥インフルエンザの発生し
 ている国(アジア諸国、中国
 等)で、鳥の市場などに立ち
 入らないなど、鳥との濃厚
 な接触を避けましょう!
 ●鳥類から鳥類へ感染します
 ●鳥類からヒトに感染するこ
 とはこKまれです
 ●日本で発病したヒトはまだ
 いません
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 ●今現在、世界のどの国でも
 発生していません
 ●予防の基本は、通常のイン
 フルエンザと変わりません
 ●鳥などで流行していたウイ
 ルスが、何らかの原因で形
 が変わり、ヒトか5ヒトへ感
 染するようになります
 覇型インフ彫工ンザ臆
 かか愚か嚇醒でずが?
 今のところは、新型インフ
 ルエンザは発生していませ
 んので過度の心配は、必要ありま
 せん。しかし万一の発生に備えて、
 佐賀県では発生時の具体的な対
 応策をまとめた県独自の行動計
 画を平成17年桧月9日に策定さ
 れています。
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 通常のインフルエンザの治
 療に使用されている抗イン
 フルエンザ薬(商品名:タミフル、
 リレンザ)が新型インフルエンザ
 にも有効とされています。
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 現在、従来のインフルエン
 ザ用と兼ねて、県立病院好
 生館にタミフル約120人分、ま
 た、県内の医薬品卸売業者・調剤
 薬局にタミフル約8,000人分
 が確保されており、今後インフル
 エンザの流行実態にあわせ追加供
 給される見込みです。
 なお、年間通しての確保として、
 佐賀県薬剤師会の協力を得ながら、
 平成17年度内に約8,000人分
 を調剤薬局に確保していただく
 ようお願いされています。
 さらに、これとは別に、11月に
 公表された国の行動計画等を踏
 まえ、国と協力しながら平成18年
 度と19年度の2カ年で県として
 必要な量が確保されます。
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 現在、接種することができ
 るワクチンは、通常のイン
 フルエンザウイルスには有効です
 が、新型インフルエンザヘの効果
 はないといわれています。
 しかし、通常のインフルエンザ
 にかかるヒトが減れば、結果的に
 はそれだけ新型にも有効な治療薬
 を確保することが可能になるとい
 う社会的なメリットがあります。
 (禦麗の皆織への詣顯しゅ
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 県民の皆様には、「鳥イン
 フルエンザ・ヒトのインフ
 ルエンザ」に対して正しい知識を
 持っていただくとともに、一般的な
 インフルエンザ予防対策に努め
 て下さい。
 (基本的に新型インフルエンザ予
 防にも有効です)
 一τザ
 r1硝コ
 ●》・
 )
 “イ
 9
 !一…1〃…一.一一….
 碍II轟il養讐希一
 〒84〔〕一δ570佐ゴ賀市城!勺1-1-5g
 「■1三L.(0952):⊇巳・7075F八XlO952)25-7268
 ∈一rlraillker11く。しにzOuεhin々lpref,三∈lga-」9.j!I」
 虻■■
 覇
 荏
 『二
 …
 ,
 函
 最寄の保健所に相談窓口
 が設置されています。
  佐賀中部保健所TELO952-30-1321
  鳥栖保健所TELO942-83-2161
  唐津保健所TELO955-73・4185
  伊万里保健所TELO955-23-2101
  杵藤保健所TELO954-22-2105
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